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⿇⽣区
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Ⅰ
明治⼤学・川崎市

⿊川地域連携協議会とは
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⿊川地域連携協議会は、明治⼤学と川崎市が、「農業研究・実験機能」、「⼭林の保全と
活⽤機能」及び「農業体験・交流機能」における連携を通じた⿊川における地域づくりを推進
することを⽬的に平成21年に設置しました。
区⺠や⼤学、学校、農業従事者、⾏政が連携し、地域資源や地域ニーズの把握を進め、
恵まれた農業資源や環境資源を活かした⿊川地区のまちづくりを推進してきました。

年度 主な取り組み

平成19年度 明治⼤学と川崎市との連携・協⼒に関する基本協定書（H19.12.26）
→相互の持つ知的資源や地域資源を活⽤して、研究・開発による産業・科学技術の振興や市⺠の⽣涯学習
の推進等を図ることを⽬的とする。

平成20年度 明治⼤学と川崎市との⿊川地域連携協議会設置に関する覚書（H21.1.19）
→⿊川地域における連携協⼒を推進し、相互の交流及び発展を図るため、協議会を設置する。

平成21年度 ⿊川地域連携協議会の⽴ち上げ
平成25年度 3つの専⾨部会の⽴ち上げ

（農産物等研究専⾨部会、地域活性化検討専⾨部会、⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会）

平成26年度 「⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり」基本計画の作成
試⾏的取り組みの実施

平成27年度 「⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり」実施計画の作成
試⾏的取り組みの実施

平成28年度〜 実施計画に基づく取り組みの展開

協議会の⽬的とこれまでの主な流れ
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⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり 基本計画の内容

川崎市⿇⽣区⿊川地域は、豊かな緑と農地が残された⾥地⾥⼭の⾯影を残す地域です。
しかしながら、良好な環境を持続的に維持保全していくためには、農・緑・地域等に関して
様々な課題があります。
そのため、本取り組みは、この地域が抱える課題を解決しながら活⼒ある地域としていくため、
農業者・地域住⺠・⼤学・⾏政等が連携し、農と環境を活かしたまちづくりを進めることを⽬的
としています。

１．⽬的

■⿊川地区が抱える課題

地域が抱える課題
○地域の活性化と増加する来訪
者等への対応、マナー向上

○農業者、地域住⺠、市⺠ボラ
ンティア、⼤学、周辺企業、市
⺠等との積極的な連携

農が抱える課題
○都市農地の保全
○農家・農業後継者の減少
○地元農産物の魅⼒づくりや付
加価値の向上

緑が抱える課題
○⾥地⾥⼭環境の持続的な保
全・活⽤と担い⼿の確保

○⽣物多様性の保全、環境学
習環境の確保

○農業施策と緑地保全施策の
連携
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２．推進体制

◆⿊川地域関係者の連携・相互協⼒を図り、農と環境を活かしたまちづくりを推進
◆部会間の調整、⿊川地区の農と環境を活かしたまちづくりの⽅針・計画等の承認
【構成】明治⼤学、明治⼤学⿊川農場、JAセレサ川崎、神奈川県農政部署、⿊川町会、経済労働局産業振興部、

建設緑政局緑政部、⿇⽣区役所、経済労働局農業振興センター(事務局）

地域活性化検討専⾨部会

農と⾥⼭環境を通じたイベント等の実
施や認知促進を通じた活性化の検
討・推進

農産物等研究専⾨部会

新規農産物や郷⼟農産物の栽培推
進、農産加⼯品の開発検討、商品
化に向けた検討等を推進

⾥地⾥⼭の体験・利活⽤を通じて、
持続的な⾥地⾥⼭の保全、再⽣、
活⽤を推進

⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会

⽀
え
る
組
織

⿊川地域連携協議会

⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり 基本計画の内容
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３．⽬標

⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり 基本計画の内容
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⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり 実施計画の内容

１．実施⽅針と取り組み事項
実施⽅針

農や地域環境を体感するイベントの実施・PR

農や緑、環境を通じた地域の活性化や地産地消の推
進につながるイベント等の実施や必要な施設等の検討
を⾏う。

→ 地域活性化検討専⾨部会

地元農産物の販売促進と加⼯品の開発

農畜産物、林産物及び加⼯品の栽培や販売などに
おける課題を整理し、地域の活性化につながる農産
物等の調査・研究を⾏う。

→ 農産物等研究専⾨部会

⾥⼭の保全や活⽤の推進

多摩丘陵の⾥地⾥⼭の地域的価値を⾒出し、⾥地⾥
⼭の保全、再⽣、活⽤を⽬指す。

→ ⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会
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⿊川地域 農と環境を活かしたまちづくり 実施計画の内容

平成27年度に作成した「実施計画」に基づき実施していきますが、具体的な取り組みは、
毎年の成果を踏まえ、毎年設定します。また、おおむね３年程度を⽬途に、必要に応じて
基本計画の内容についても適宜修正します。

２．PDCAにもとづく計画や取り組みの確認、評価、検討



9

Ⅱ

これまでの取り組みの成果
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成果
その１

⼤学・地元・⾏政の連携体制ができ、
多様な取り組みを進めることができた。
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17名の地元農家が
アスパラガスの採りっきり栽培の取り組みに参加

アスパラガスの採りっきり栽培（H28〜）

栽培⽅法開発者である
元⽊先⽣による講習会や巡回等を実施

⼤学 地元

農産物等研究専⾨部会

成果
その１

⼤学・地元・⾏政の連携体制ができ、
多様な取り組みを進めることができた。

12

地元農家さんの畑にてダイコンの収穫 明治⼤学の調理室に移動して、
⼩清⽔先⽣によるピクルスづくりやふりかけづくり講習

⼤学地元

ダイコンの収穫体験（H29） 地域活性化検討専⾨部会

成果
その１

⼤学・地元・⾏政の連携体制ができ、
多様な取り組みを進めることができた。
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地元農家の⽵林から、当⽇シンポジウムで使う
⽵を調達。

NPOと連携し、
明治⼤学⿊川農場
にてシンポジウムを
開催。

⼤学地元

⽵炭シンポジウムin⿊川（H28） 地域活性化検討専⾨部会

成果
その１

⼤学・地元・⾏政の連携体制ができ、
多様な取り組みを進めることができた。
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成果
その２

約3年間で様々なイベントを実施し、
地域に周知されてきた。
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毎年ほぼ完売。お客さんの声も好評。

⿊川地域連携協議会による、収穫祭と連携した
取り組みのなかで、知っていた取り組みはありますか。

収穫祭での地元農産物の販売（H27〜） 農産物等研究専⾨部会

収穫祭におけるアンケート（H29）

成果
その２

約3年間で様々なイベントを実施し、
地域に周知されてきた。
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稲刈りが終わった⽥んぼ

⾥⼭アートプロジェクト（H27〜） 地域活性化検討専⾨部会

約3年間で様々なイベントを実施し、
地域に周知されてきた。

成果
その２

サトヤマアートサンポ2017の関⼼度
（収穫祭参加者アンケートより）
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トマト＆ブルーベリー収穫体験モニター（H27〜）

グリーンツーリズム（H26〜） 地域活性化検討専⾨部会

約3年間で様々なイベントを実施し、
地域に周知されてきた。

成果
その２

さつまいも収穫体験モニター（H27）
■トマト＆ブルーベリー収穫体験モニター後⽇アンケート
（過去のイベント集計）
・イベントを通じて、農や環境への関⼼が⾼まった
（32⼈中28⼈が回答）
・地産の野菜を買いたいと思うようになった
（32⼈中15⼈が回答）

・地産の野菜を買うようになった
（32⼈中13⼈が回答）

・イベント終了後、セレサモスに⾏く頻度は増えた
（32⼈中11⼈が回答）
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正⽉の汁守神社で展⽰
地域情報ブログ「はるひ野ドットコム」で紹介される。

⽵あんどんづくりワークショップ

⽵あんどんづくり（H27〜）

約3年間で様々なイベントを実施し、
地域に周知されてきた。

成果
その２

⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会
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成果
その３

協議会の取り組みが発端となって、
コラボレーションが発⽣！
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⾵⾞の作品

⿊川の⼦どもたちとのアートワークショップ（H29）

成果
その３

協議会の取り組みが発端となって、
コラボレーションが発⽣！

⿊川⼦ども会による⾵⾞づくりワークショップ
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セレサモスのテントを借りて、アートを楽しみ
ながらシグマ社のレンズを試せるイベント開催。

マイコンシティに本社を持つシグマ社によるイベント開催（H29）

⾥⼭アートプロジェクトの作品を解説しながら、
作品撮影するフォトツアー開催。

成果
その３

協議会の取り組みが発端となって、
コラボレーションが発⽣！

22

⼩⽥急電鉄「⾥⼭の⾃然観察会」での
⽵林でノコギリを使った⽵切りを体験

⽵⾏燈の会による体験プログラム提供（H28〜）

⽵⾏燈の会が指導する⽵あんどんづくりも実施

https://www.odakyu.jp/oyako/report/2017_satoyama/

成果
その３

協議会の取り組みが発端となって、
コラボレーションが発⽣！
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そのほか
にも…

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！
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⿊川緑地管理組合、アトリエIZUMIによるアートイベント
アートツアーにも⼤勢の参加者がある。

そのほか
にも・・・

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！

緑と道の美術展in⿊川（H28〜）
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⼩⽥急電鉄 ⼩⽥急沿線⾃然ふれあい歩道

そのほか
にも・・・

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！
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⼩⽥急電鉄 ⾥⼭の⾃然観察会（H25〜）

そのほか
にも・・・

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！

2000円
親⼦30組60⼈

⾃然観察 ⽣き物クイズ 収穫体験

地元⾷材を使った昼⾷ ⽵⾏燈づくり 川崎市⿊川⻘少年野外活動センター
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川崎市・セレサ川崎農業協同組合共催
収穫体験イベント（H21〜）

そのほか
にも・・・

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！

⿊川農場⾒学と親⼦体験プログラム
アグリエコファーム体験in⿊川

先端農業技術の施設⾒学と、
野菜の収穫体験・調理体験

28

くろかわ森のようちえん「のあそびくらぶ」
年中・年⻑の未就学児を対象に週1〜3回
程度開催する⾃然あそびプログラム

川崎市⿊川⻘少年野外活動センターの取り組み

⼩学⽣を対象とした夏休みプログラム
はじめてのお泊り体験など

そのほか
にも・・・

協議会以外にも、多様な主体が
⿊川の魅⼒を活かした取り組みを展開！

http://www.kurokawa‐yagai.com/
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Ⅲ

今後の課題と検討の視点
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今後の課題と検討の視点

今後の課題 検討の視点

多様な主体が⿊川で⾃主的な活動⾏っ
ており、協議会以外の活動も⿊川の魅⼒
となっている！

⿊川の魅⼒をさらに⾼めるためには、多様な主体が、⾃由な発想
で活動を展開していくことが必要。

地元、市⺠、企業等の⾃主的な活動を応援する

⾊々な取り組みが⿊川で展開されている
が、他の部会や協議会以外の取り組みを
知る機会が少なく、また、類似している活
動もある。

協議会以外にも、⿊川で活動する・活動したい多様な主体がある
ので、皆でより魅⼒あるまちづくりを共有していくことが必要。

ゆるやかなネットワークづくりや情報共有を進める

⾏政
実施計画の具体的取り組みの中には、新
たなステージに発展し、専⾨部会の枠組
みに収まらない活動もでてきている。
例；アスパラガスも⽣産からブランド化が課題に…

さらなる効果的な活動とするためには、柔軟な対応ができる体制
が必要。

協議会の枠組みや位置づけを⾒直す

実施計画の具体的取り組みの中には、ま
だ実現に⾄っていない取り組みもある。 今年度の検討において、計画内容の⾒直しを図る

計画策定時から現在までの課題の変化をふまえ、今後必要な取
り組みについて検討が必要。
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Ⅳ
各専⾨部会の意⾒のまとめと
計画への反映について（案）

32

各専⾨部会における意⾒のまとめ≪成果≫

地元が中⼼となった
多様な取り組みの展開による

地域活性化

意義のある
活動の実現

アスパラガスによる
⿊川の農業活性化

協議会による⼤学と
地域連携の実現

来街者の
マナーの向上

多様な主体の
関わりの実現

地域活性化検討部会農産物等研究専⾨部会 ⾥地⾥⼭保全利活⽤専⾨部会
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各専⾨部会における主な意⾒ 検討のポイント

①より効果的な推進体制の構築

協議会やその他団体等との
成果の共有化

③明⼤⿊川農場との連携の強化

実施計画への反映
（各専⾨部会で検討）

④会議などによる農家の負担の増⼤

成果⽬標の設定

⑤協議会や協議会の取り組みのPRの充実

各専⾨部会における意⾒のまとめ≪今後の課題≫

②他の部会や他の団体のイベントとの連携

⑥地元主導の取組みの拡充

⑦協議会における取り組みと成果の共有化

協議会の推進体制の⾒直し

全
体
的
な
課
題

⽅
針
別
課
題

①農産物の地産地消

③⾥⼭の保全と活⽤

②農と⾥⼭の体感・地域交流

B

34

現⾏の基本計画・実施計画
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⽬標や、全体的な⽅向性に関する意⾒は特になかったため、
⽬標や⽅針について、基本的には現⾏計画を踏襲する。

計画に対する主な意⾒と⾒直しの⽅向性
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計画に対する主な意⾒と⾒直しの⽅向性

・収穫体験に参加した⼈が保全活動に参
加するなど、部会を超えた連携が必要。
・他の団体が⾏っている取り組みとも連携
できると良い。

協議会の推進体制の⾒直し

②他の部会や団体のイベント
との連携

・会議やイベント等が増えると、地元の負
担が増えてしまう。

・３つの専⾨部会の柱は残しつつも、具体
的な取り組みはまとめてはどうか。
・できるものがあれば、イベント等の取り組
みを統合してはどうか。

・アスパラ以外の連携テーマを⾒つけたい。
・明⼤と地域の連携をより推進したい。
・明⼤の学⽣にもっと参加してもらいたい。

①より効果的な推進体制の構築

④会議等による農家負担の増⼤

③明⼤⿊川農場との連携強化
協議会やその他団体等との

成果の共有化

・地元主導の取り
組みを協議会が
⽀援できるとよい。

⑥地元主導の
取り組みの拡充

・会議に出席するまで協議会
の取り組みを知らなかった。
もっとＰＲが必要。

⑤協議会や協議会の
取り組みのＰＲの充実

成果⽬標の設定

・参加者数や認知度向上など
の成果を把握したい。
・協議会やその他⿊川での取
り組みを共有する必要性を
感じた。

⑦協議会における取り
組みと成果の共有化
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農１
⼤学と農家の意⾒
交換会の開催

農２
アスパラガスの新たな栽
培⽅法「採りっきり栽
培®」の実施

農３
農産物に関する講
習会の開催

農４
地元農業者との農
産加⼯品等に関
する検討

農５
⿊川野菜・果物の
PR

農
産
加
⼯

品
の
開
発

検
討

新
規
農
産
物
や
郷
⼟
農
産
物
栽
培

の
推
進

農
産
物
等
の
イ

ベ
ン
ト
活
⽤
や

Ｐ
Ｒ
の
推
進

・アスパラガスの⽣産体制の
拡充と販路拡⼤が必要だ。
・ブランド化を進めたい。

・農産物部会のメンバーだ
けでなく、協議会全体で
⾏った⽅が有効だ。

・当⾯はアスパラガスについ
ての講習会となるため、
農２に統合してよい。

・余った野菜や直売に出せ
ない規格外野菜を有効
活⽤したい。
・委託加⼯も考えられる。

・収穫祭で⿊川野菜のＰ
Ｒをして、後⽇、セレサモ
スに再来訪してもらえるよ
うにしたい。

発展
N地2-3
農と環境を活かした
まちづくりの情報共
有

N農1-1
「⿊川のアスパラガス」プロ
ジェクト（⽣産体制構
築、ブランド化）

N農1-2
もったいない野菜の加
⼯品開発

N農2
収穫祭における農家
直売（野菜・果物・
加⼯品）

地
元
農
産
物
・
加
⼯
品
の

新
規
開
発
・
普
及

農
産
物
等
の
イ

ベ
ン
ト
活
⽤
や

Ｐ
Ｒ
の
推
進

発展

継続

発展

専⾨部会での主な意⾒現⾏計画の項⽬ ⾒直しの⽅向性

①農産物等の地産地消

実施⽅針
農１

実施⽅針
農2

計画に対する主な意⾒と⾒直しの⽅向性
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農
と
⾥
⼭
の
認
知
促
進 地３

ＨＰ等による取り組み
紹介とイベントＰＲ

・協議会のＰＲの拡充や、
地域で情報を共有する必
要がある。

N地1-1
地域連携による⾥⼭
⾵景紹介

地１
サイン・散策マップの
検討・試⾏

・これまでどおりイベント時に
配布・掲⽰する。
・地元、来街者から設置要望
があるか把握する。

地２
⾥⼭景観づくりの
検討・試⾏

・花だけでなく、農作物が広
がる景観も地域の景観と
してＰＲできる。

地４
グリーンツーリズム

・協議会以外でも様々な
団体等が実施。
・⼤学も場所と講師を継
続して協⼒できる。

地５
地域農産物等の活⽤
「菜の花プロジェクト」

・当該団体の活動が⾃⽴
した。今後も広報等の⽀
援を⾏う。

地６
⾥⼭アート制作と
展⽰

・同時期に似たプロジェクト
が開催。地元発案の取り
組みが盛況。

専⾨部会での主な意⾒現⾏計画の項⽬

N地1-2
ＨＰ等による取り組み
紹介とイベントＰＲ

N地1-3
農と環境を活かしたま
ちづくりの情報共有

N地2-1
グリーンツーリズムとの
連携強化

N地2-2
⾥⼭アートイベントとの
連携強化

地
域
資
源
の

発
⾒
・
創
造

農
と
⾥
⼭

の
体
感

⿊
川
の
情
報
発
信
と

地
域
交
流
の
促
進

農
と
⾥
⼭
を
体
感
す
る

地
域
の
取
り
組
み
と
の

連
携
強
化

実施⽅針
地1

実施⽅針
地2

②農と⾥⼭体験・地域交流
⾒直しの⽅向性

計画に対する主な意⾒と⾒直しの⽅向性



39

継続・発展

N⾥1
⽵を使ったワークショッ
プ（⽵あんどん）

⾥１
⾥⼭の利活⽤
⽵あんどんづくり

・会員の技術が向上し、
⽵⾏燈だけでなく、他に
も制作が可能。
・⽵あんどんＷＳの参加
者も、もっと増やせる。

専⾨部会での主な意⾒現⾏計画の項⽬

⾥
⼭
資
源
の

活
⽤
推
進

継続・発展

N⾥2
⾥⼭の保全活動体験
イベント

⾥2
⾥⼭保全活動体
験

・市⺠や企業のボランティア
を活⽤した管理を実施で
きるとよい。
・参加者をもっと増やしたい。

⾥
⼭
の
保
全

活
動
体
験

の
推
進

実施⽅針
⾥１

実施⽅針
⾥2

⾥
地
⾥
⼭
の

体
験
・
利
活
⽤

⾥
地
⾥
⼭
の

保
全
活
⽤

③⾥⼭の保全と活⽤
⾒直しの⽅向性

計画に対する主な意⾒と⾒直しの⽅向性

専⾨部会での意⾒

・⿊川の活動団体や地域の⼈たちが気軽に使える拠
点施設がほしい。

・アスパラガスは、他の野菜の収穫時期と重なる。
・短期間で収穫できる作物も検討したい。

地域活動交流拠点づくり

新たな特産品開発について

⾼齢化や後継者不⾜への対応

④新たな視点やアイディア

・農業者の⾼齢化と後継者不⾜が問題だ。

第２回専⾨部会にて内容を
検討し、計画への反映の⽅向性
を整理する。


